
AscentisTM Expressの操作圧、　Ultra-high Pressure LCシステムで

　超-高圧LCシステムは装置圧力限界が9,000-15,000psi（630-1,055kg/cm2）まで設定可能

です。そこで、システム内で、グラジエント、オートサンプラーなどでバルブ切替をしている場合
、圧力ゲージには反映されない瞬間的な加圧がかかります。その際、カラム内の充填層トップ
を押し下げ、ボイドボリュームを作る原因となります。よって超-高圧LCシステムには専用のLC
カラムが必要になります。

　Ascentis Express は超高圧LCシステム（Ultra-high Pressure LCシステム）の使用を元に開
発されたカラムですので、通常の倍近くの高圧充填で製造されています。そのため、超高圧LC
システムにおいても、使用することができます。

　下図は、超-高圧LCにおけるカラムサイズ毎の使用限界を示しています。Ascentis Express
はその分離能の高さと、低背圧において幅広いアプリケーションにお答えします。
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理論段数とカラムサイズ、操作圧のイメージ
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15,000psi以下の操作圧

15,000psi、限界以上の操作圧
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